
 

 

 

 

 

 

本 2021 年は日本が 1951 年に国連機関 UNESCO に加

盟して 70 周年の節目の年になります。目黒ユネスコ協会

はユネスコ憲章の崇高な理念に賛同し、1954年以来民間

の草の根活動を支援してまいりました。その間の協会員の

皆さまの多大なるご努力に感謝申し上げます。 

しかしながら現在、昨年来のコロナ禍のためにこれまでの

ような活発な活動に支障が出始めています。いち早く

Zoom などを使い、YouTube 等の動画配信など新たに開

始したプログラムもあり、今年はさらに発展が予想されます

が、一方、コロナ禍が引き金となった経済不況のために、

「貧困」「格差」といった課題が増大し、平和で持続可能な

社会実現の壁となっています。こうした状況に向き合い、

私たち目黒ユネスコ協会はどのように対応してゆくべきか。

これは未だ経験したことのない大きな課題です。 

この問題はひとり目黒ユネスコだけでは解決できません。

各地域の他協会と連携し、協力して活動することが求めら

れています。各自がユネスコ憲章理念の原点に戻り、同じ

思いを共有し、幅広い活動を各地域で展開すること、更に

は老若の世代を超えてお互いに協働することが、何よりも

重要になっています。具体的には、地域の皆さまを広く巻

き込んでの活動の場作り、遠隔地との連携、その場を通じ

たユネスコ理念の普及の実現が考えられます。 

2021 年度も依然としてコロナ禍の影響が残り、引き続き中

止を余儀なくされる事業も多いかと予想されますが、この

災禍に負けることなく、全員が協力し知恵を出し合い、伝

統あるユネスコ活動を続け、絆を深めましょう。 

 

 

 

 

2011年 3月 11日、10年前のあの日、日本は未曾有の

大災害に見舞われた。かけがいのない人の命、かけがえ

のない日々の暮らしを津波は容

赦なく奪っていった。 

今も、行方不明の方を探されて

いる方、暮らしの再建が思うよう

にいかない方、どうか少しでも光

が見えるようにと祈っている。 

目黒ユネスコ協会は震災直後はもちろん、継続して被

災地支援を行ってきた。2011 年夏の気仙沼訪問。世界か

らの応援メッセージを高校生が中心となって届けた。2012

年には気仙沼での理数教室の開催。心の支援を行うため

の絵本の寄付。東北キャンプ支援。その後は、伝統文化

継承活動として、毎年気仙沼の鹿(しし)踊りを招致して、

目黒 SUN 祭りでの披露を実施してきた。それは、故相良

前会長の「私たちは忘れない。」という強い決意の下、宮

下現会長のご尽力、また受け入れを調整してくださった被

災地の方々、そして多くのご支援者、協会会員、そして若

い青年会員によって続けられて

きた。そして今回、コロナ禍の中

で も 何 か で き な い か と 、

YouTube でのメッセージ配信が

行われる。10 年という長い年月

の中で、ボランティアメンバーに

も入れ替わりがあり、私自身も運営に主体的に関われて

いないが、被災地に笑顔の花が咲きますようにとずっと願

っている。 

災害はいつ起きてもおかしくない。私たちにできること

の一つに、忘れないということがあるだろう。気仙沼に伝承

館という災害を伝える施設ができたそうだ。いつか訪れて

みてはいかがだろうか。      

 会員 伊藤 舞 
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今年度も目黒区・目黒区教育委員会・目黒国際交流協

会のご後援を頂き、書きそんじハガキ回収キャンペーンを

1月 18 日から 29 日の 2週間実施いたしました。コロナ禍

で例年のように、ご協力を頂いた皆様の所へ会員が回収

に伺うことが出来ず、目黒区内交換便を利用し、回収して

いただいたハガキを当協会へお送りいただくことをお願い

して実施いたしました。目黒区役所・区立小中学校及び

目黒区内の各施設の皆様には、お忙しい中ご協力を頂き、

深く感謝申し上げます。また、目黒区内 7 校の小中学校

からは 100 枚以上のハガキを頂きました。児童・生徒の皆

さんが積極的にはがきの回収を呼び掛けてくださり、大き

な成果を上げてくださいました。児童・生徒の皆さんが、厳

しい環境にある友人に温かい心をむけて頂けたことを嬉し

く思いました。また、ご指導を頂いた先生方、お力添えを

頂き有難うございました。 

お陰様で、下記の通り多くのハガキなどのご支援を頂く

ことが出来ました。ご協力を頂いた皆様に厚く御礼を申し

上げます。今後とも、目黒ユネスコ協会の活動にご理解と

ご協力を賜りますよう宜しくお願いいたします。 

ハガキは郵便局で 166,029 円分の切手に交換し、未

使用切手 440枚と 6,600円と共に 3月 10日に日本ユネ

スコ協会連盟にお届けしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度で第六回目となるユネスコこども

まつりですが、いまだ猛威を振るう新型コロ

ナウイルスの感染拡大防止のため、例年とは

形式を変えオンライン上での開催となりま

した。目黒ユネスコ協会公式 YouTube チャ

ンネル「めぐろユネスコチャンネル」を新た

に開設し、ご参加いただいた学校や団体・大使館の動画

を全国の方々にご視聴いただける形で公開しました。地

球クラブコスモスのコーラスと演劇に始まり、剣舞や和

太鼓のパフォーマンス、ユネスコスクールである五本木

小学校や聖徳学園の活動紹介、そして目黒区の友好都市

である気仙沼市の月立小学校の様子など、たくさんの動

画をご提供いただきました。どの動画もとても素晴らし

いパフォーマンスやにぎやかで楽しそうな様子がこちら

まで伝わってくるような、見ごたえのあるものになって

います。また目黒区内にあるイタリア、トーゴ、ミャン

マーの三つの大使館からは、こどもまつり開催に寄せて

「コロナが収まったらぜひ訪れてほしい国

の名所」についてのメッセージ動画を公開さ

せていただいております。外国への渡航はま

だ難しい状況ですが、将来気軽に海外旅行で

きるようになる日が楽しみになるメッセー

ジをいただきました。最後に、今年度のこど

もまつり開催について、青木英二区長へのインタビュー

動画も公開されています。 

 例年とは異なる形での開催ではありましたが、今年度

のこどもまつりもこどもたちに楽しんでいただけるよう

なイベントとなっていれば幸いです。ご参加いただいた

方々はもちろん、本企画に尽力してくださったすべての

方々に感謝を申し上げます。いつもと違う生活の中でも

多くの人に楽しんでいただける活動をこれまで以上に模

索し続けるとともに、一刻も早く状況が改善し、またた

くさんのこどもたちと一緒におまつりができるようにな

る日が来ることを祈ります。青年会員 入江 南帆 

2020年度 書きそんじハガキ回収実績 

学校関係       2115枚 

区役所総合庁舎及び区施設・その他団体 765枚 

目黒ユネスコ協会会員・その他一般 251枚 

合計 3129枚 

未使用切手 440枚 

未使用テレカ・図書カード・クオカード（15枚） ￥6600  

【めぐろユネスコチャンネル】YouTube  目黒ユネスコ協会HPから視聴できます。目黒ユネスコ協会で検索  

 

 ユネスコこどもまつり   (12/20/GTタワー/無観客/YouTube 収録)  
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支援通信② 2020 年度（令和 2年度）世界寺子屋運動 

書きそんじハガキ回収キャンペーン報告と御礼 

支援委員会 小村 惠子 



                   

 

 

 

 

 

今回のテーマは「重心を見つける」と「CD こま作

り」で、対象は区内の小学 1年生から 6年生まで、日

曜日の午後のひと時を遊びながら理科の勉強を楽し

みました。 

参加した小学生は5つの班に分か

れて作業台のテーブルを囲みまし

た。まず重心の説明ではバットのよ

うな非対称なものの重心の位置は

中央ではないことを確認し、その後

各自にいろいろな形が書かれた画

用紙が渡され、その形を切り出して

どこが重心になるのかを調べました。切り取った様々

の形の 2か所に糸を付けて糸の端を壁や柱に吊るして

垂直に垂れた糸の延長線上を鉛筆で書いてその交わ

ったところが重心だということを先生から教わりま

した。しかし糸が軽いこともあって書いた線がずれて

いたりまっすぐにならなかったりして、なかなかうま

く重心が見つけられずに終わった班が多かったです。 

続いて「ＣDこま」作りです。不要になった CDに

それぞれ思い思いの色鮮やかな千代紙を貼ったり白

紙に色付けしたりして CDに貼ります。初めに先生が

作った赤と青や黄と青に塗分けた

紙を貼ったCDを回すとどんな色が

見えるかという実験をして赤と青

なら紫色に黄と青ならば緑色が見

えることが分かりました。多くの子

どもたちは予想される色をすぐに

言い当てられ、さらには三原色は書

いた色と光の色とでは違うことを

知っている子もいて、最近の子どもたちの知識の豊か

さに感心させられました。 

続いては自分たちで CDこまを作りました。材料は

CD、ビー玉、ゴムの指サックです。最後は作った CD

こまを回して回っている時間を競う競争で盛り上が

り解散しました。CD こまをご家庭で試してみてはい

かがですか。        会員 倉田 茂 

                                

 

 

 

 

ユネスコ理数教室  廃 CDでカラフルなコマを作る  

 
2020 年 12 月 20 日（日）14:00～16:00 東山社会教育館 

 主催：目黒区教育委員会  主管：NPO 法人目黒ユネスコ協会 

 参加：小学生 20 名  

  講師：藤原 亜美 先生 助手：ボランティア数名 
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私たちは持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。 

【ユネスコ豆知識】 ユネスコ活動と SDGs 

2015 年に国連で採択された「持続可能な開発目標（SDGs）では、国際社会が一丸となって取り組むべき目標が明示され

ました。その前文では「平和なくして持続可能な開発は達成できず、また持続可能な開発なくして平和は実現できない」と謳

ってます。問題を根本から解決し平和を築くには、貧困の連鎖を断ち切るための取組が必要不可欠です。未来を切り拓く力

は基本的人権である「教育」によって育まれるという考えのもと、私たちは SDGs が提唱される以前より、平和な世界の実現に

向けて草の根の活動に取り組んでいます。                 ＊日ユ協連 2019年度活動レポートより一部抜粋 

貧困や飢餓、教育、ジェンダー、保険、環境、防災、エ

ネルギー、経済、気候変動など世界の課題に対して、

2030 年までに達成すべき 17 の目標と 169 のターゲット

が掲げられています。それぞれの目標の達成には、先

進国、途上国がともに協力しながら、各国政府だけでな

く、企業や NGO などの民間組織や市民社会、そして世

界中の人たちが一体となって取り組む必要があります。 



    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
          
 
 
 

 
 
 
  
 
     
 
 
 
  
 
 
 
 
     
                  

  
 

 

  

 

 

 

   
 

 

 

 

  
 

 

 

 教 室 曜日・時間 場 所 講 師 備考 

1 韓国語（中級） ⾦・夜  18︓40〜 上⽬⿊住区センター 柳 愛林 (リュ エリン)先⽣ 5 ⽉開始 

2 フランス語（初級） ⽔・朝  10︓30〜 ⽬⿊区⺠センター社会教育館 秋枝シュザンヌ先⽣ 4 ⽉7 ⽇ 

3 フランス語（初中級） ⽊・朝   9︓ 30〜 Zoom 開催 伊藤クロード・アンヌ先⽣ 満席 

4 英語（初中級） ⽊・朝  10︓00〜 ⽬⿊区⺠センター社会教育館 ジェフ・モーエン先⽣ 4 ⽉1 ⽇ 

5 英語 (初級) ⽔・午後 13︓30〜 中⽬⿊スクエア ジェフ・モーエン先⽣ 4 ⽉7 ⽇ 

6 ドイツ語 ⽕・朝  10︓00〜 緑が丘⽂化会館 イザベル・ゴイ先⽣ 4 ⽉6 ⽇ 

7 スペイン語 ⽊・午後 13:30〜 中⽬⿊住区センター サリー・バタン先⽣ 3 ⽉25 ⽇ 

 

    
■ 目黒ユネスコ協会主催    
● 目黒ユ協会の関連機関・団体との協力事業 
▲ 目黒ユ協会の関連機関・団体との共催事業    
★ 目黒区教育委員会からの受託事業 
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 活動日誌 1~3 月  
■ 1     /  13 (水) ショートニュース(No350)発送＆連絡会 
■  1     /  18   (月) 書きそんじハガキ回収キャンペーン開始 
●  2       /  28   (日) 都ユ連研修会 
★  202010   / 7〜3 / 31(水)  英語初級講座 
                 日本語教育研修講座 
■  3   / 20 (日) 第 3 回理事会   
4 月以降の予定  

■ 4     /  14 (水) ショートニュース(No351)発送＆連絡会 
■  5     /  8  (土) 令和 3 年度通常総会 

■  自主語学教室 7 講座（仏2・西１・英2・独１・韓１） 
▲ 目黒ユネスコ日本語教室 2021 春期教室開始 
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■令和 3 年度 
   NPO 法人目黒ユネスコ協会通常総会   
   日時：2021年5月8 日(土)  13:30 開始 

   会場：緑が丘文化会館第３研修室 
 
《審議事項》 
① 令和2年度事業報告（案）および 決算報告（案）       
② 令和3年度事業計画（案）および 予算（案）            
③ 役員改選  
※ 出欠は、5月6 日（木）までにご返信ください。 
  欠席の場合は、委任状の提出をお願いします。 
  （なお、委任状には署名捺印が必要です） 

＊皆様のご出席をお待ちしています！ 

 
                            

■ 新入会員 どうぞよろしく！（敬称略）    妹尾 尚輝  

《 ご寄付50 万円に感謝 》 

元日ユ協連会長の故松田昌士氏主宰「日本の伝統を守る会」（歌舞伎 

ほか）から、会解散にあたり、当協会に金50 万円を贈呈したいとの嬉し

い申し出があった。  この資金を活かして、地域に貢献できる活動を検

討したい。 目録をご持参くださった間瀬理事、 佐久間事務局長から、 

氏の国鉄民営化への尽力や、その温かい人となりのお話を伺った。  

振り返れば私たちにも東京駅舎内覧会など、懐かしい思い出がある。  

感謝を込めて、心からのご冥福をお祈りする。 事務局長 斉藤眞澄 
 

 

  
    

 
～お願い～ 

新型コロナ感染防止のため、企画が中止および延期になる
場合があります。ご理解の上、ご了承ください。 
最新情報は当協会のHPでご確認いただけます。 

 

 
【語学教室⼀覧】＊⽬⿊ユネスコ語学教室は、国際理解・国際交流など、ユネスコ運動推進活動の⼀環で⾏なわれています。 

コロナ感染防⽌のため、緊急事態宣⾔中は休講しておりましたが、4 ⽉からまた⾃主語学教室がスタートします。 
★参加・⾒学希望の⽅は事前にメールかFax で事務局までお問い合わせください。 

 

【2020年度目黒ユネスコ協会 支援活動報告】 

・コロナ医療チーム支援（東京都社会福祉保健局） 
・ユネスコ世界寺子屋運動支援(書きそんじハガキ回収)  
・JIM-NETチョコ募金支援協力（イラク医療支援募金）・ 
・「平和の特派員/広島」区活動に千羽鶴寄託 
・難病支援(がんの子供を守る会、再生つばさの会、骨髄移植推進財団） 
・スカラシップ支援金等による教育支援（タイ中学生2人） 
 

大勢の皆さまのご協力をいただき、充実した支援活動ができました。 

心より御礼申し上げます。今後ともよろしくお願いいたします。 

 

  
    

  
   

 

            
『目黒ユネスコ協会』で検索！ 

最新情報もHP からどうぞ！ 

 
 

 
 

  
   

  
     

 
▲目黒ユネスコ日本語教室 2021 春期教室 

 全コース共通：初心者向け 
  
① 朝 コース ：4 月 6 日〜 7 月 8 日(毎火・木曜) 10:00～11:45 
② 土曜コース：4 月 10 日〜 7 月 10 日(毎土曜) 10:00～11:45 
     ＊なお、4/29(木) と 5/4(火)の祝日はお休みです。 

 場所：①・②（＊両コースとも同じ場所です） 
    緑が丘文化会館(目黒区緑が丘 2-14-23)  ※駐車場はなし 
 
 費用（前納）：① 7,800 円（全 26 回） ② 4,200 円（全 14 回）   
            ※他にテキスト代あり 
 
 対象：16 歳以上の日本語を母国語としない人 

 定員：各クラス ８名（先着順）  ※ お子様連れ不可 

申込み：事前に、E メールでのみの受付です。 

申込み受付は 3 月 1 日(月)から。  
 


